
トランスグルタミナーゼの基質となる
細胞増殖必須因子ポリアミンの生理
機能

ポリアミンはあらゆる生物系において、生体調節因子として多彩な機能を有し
ている（RNA結合、細胞増殖、翻訳制御）。また、その誘導体も体内で様々な働
きを持ち、これらの発現レベルが疾患にも関与している。

五十嵐先生はこの分野で長く活躍され、誘導体のひとつアクロレインと脳梗塞
の関係について明らかにされている。

現在、千葉大発のベンチャー企業としてのアミンファーマ研究所を設置されて
おり、アカデミアと起業での両活動についても御紹介頂く予定です。
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